











































その文学史的位置づけを再検討したものである。従来の見方では、 rf童約」 は民閑の 「物
話賦J・「俗賦」 と見なされてきたのだが、福井氏はまず「憧約」 の諸特徴として、 「家奴
を噺笑する態度、 自己を道化にするユーモア、漢賦ふう錦陳技法といった特徴」 をあげ、










































































































































































































































勺I注l前掲宇都宮論文「九、約についてJ(三三九~三四七頁)、及びヒュー T スコー ギン著、小口彦太・喜














第 l 句~4 句.朝の掃除洗濯及び日常品の製作。第 5~8 句.農地の整備。第 9 ~ 10 
句:農機具の制作と整備。第 1 ~ 12句.生活態度の注意点。第 13~ 15句.農機具や生
活必需品の製作と紡績。第 16~ 17句:乳製品の調理。第 18~ 21句・わらじなどの日常
品の制作と害虫駆除。第 22~ 23句:狩猟。第 23~ 33句:家畜の飼育。
0第二段落二月春の農作業 (44字、全体の 7.7%) 
第 34~44 句:二月春の農作業。
0第三段落雑役の規定 (91字、全体の 15.8%) 
第45~ 53句:客への接待法と料理。第 54~ 57句・門の戸締まりとご近所付き合い。
第 58~ 64句:飲酒や人付き合いといった生活態度の規定。
0第四段落 河川沿岸都市での行商 (108字、全体の 18.8%) 
第 65~ 70句・船舶の制作と河川沿岸都市における行商の概略。第 71~ 75句:河川沿
岸交易についての具体的な注意事項。第76~ 77句 成都での行商。第 78~ 81句.長江
沿岸域での行商。第 82~ 86句.市場での身の処し方。第 87~ 89匂:益州での行商。第 90
~ 91句:奴隷としての処世術。
0第五段落木工工作作業 (47字、全体の 8.2%) 
第 92~ 98句:車や机などの木工製品の生産、また炭の制作や河川の整備。第99~ 102 
句:根葺きや文具の製作、薪の準備。
0第六段落 夏から秋にかけての農作業 (76字、全体の 13.2%) 
第 103~ 106句:夏から秋にかけて農作業。第 107~ 110句:秋の収穫。第 111~ 112 
44 
句・雨の日の手工芸品の制作。第 113~ 120句 果樹生育と収穫の注意点。
0第七段落 邸宅もしくは荘園周辺の警備作業 (32字、全体の 5.6%) 
第 121~ 128句:警備作業の注意点。






























• 四月賞披、九月賞積、 卜月J吹豆、論察審芋。 ・・種植桃李、梨柿柘桑、三丈一樹、

















































J.Oog [1982J .‘Orality and literacy : the technologizing of the word" Routledge)八三~八八頁を参照。
場27連雲港市博物館他編『予湾漢墓筒闘1(中華書局、一九九七年)r釈文・一三正J(一三五頁)に、「君兄君兄
絶方組中物疏Jと題された副葬品目録があり、そこに r記』一巻」、 r六甲陰陽書』一巻」、 r列女侍』一巻J、
r霊童相内史封』、 r烏僻IJとともに r弟子臓IJの名が見える。李事勤「手湾漢墓簡膿綜論・序J(r予樽漢墓
筒!llI綜論』、科皐出版社、一九九九年、 i頁)では、これらは「墓主生前看的書籍」であり、「可知師鏡(上原注
.主主主の名)的知識範囲是較既定Jと指摘する。
ホ28 ，菅子』弟子職篇の性格については、宇都宮清吉「管子弟子職篇によせてJ(r中国古代中世史研究』、自l文
社、 ー九七七年所収、一六七~二一五頁.初出は『名古屋大学文学部研究論集』第二十九冊(史学十)‘一九六
二年)に詳しい。
存29 ，官子』のテクストは繁期鳳撰『管子校注1(中華書局、ニ00四年)を用いた.
-47 -
る。居住まいを正して先生に向きあい、軽々しく表情を崩したりしない。
という具合である。全体で九百字余りを要して、儒家集団内での学生たちの守るべき生活
の規範、弟子職篤内の言葉を用いれば「皐則」や「弟子之紀」が並べられている。またそ
の表現に詩的修辞は凝らされていないものの、四字句隔句韻の整成された文体になってい
る。つまり「学生が暗諭していて、日常服膚するための必要から、無理に韻文化されたJ・30
ものになっており、その意味で記憶の便を図るための口伝的文体と言ってよいであろう。
さらに同様のものとして『呂氏春秋』尊師篤の一節がある。儒家の師に対する精神的態
度や雑役の方法などについて述べていて、弟子職篇とも大いに重なる部分がある。その中
に次のような記述がある。
治唐圏、疾潜寝、務種樹。織砲履、結宣網、梱1南葦。之田野、力耕転、事五穀。如
山林、入川湾、取魚階、求鳥獣。此所以尊師也ヘ
菜園を整備し、濯淑に尽力し、果樹の植え付けに励む。麻の履を織り、わな用の網
を作り、ガマの葉のむしろを仕立てる。田畑に行き、耕作に力を注ぎ、五穀の収穫を
仕事とする。山林に行き、川沢に入り、魚、やスッポンを捕まえ、鳥や獣を求める。こ
れが師を貴ぶということである。
師への尊敬の念を示すために、農作業や、日用品の家内生産、山林・河川での狩猟とい
った、様々な作業が弟子に課せられている。こうした農耕・狩猟といった労務は、弟子職
篇には全く見られないものであり、宇都宮清吉氏が「管子弟子職篇によせてJで指摘する
ように、王褒の「億約Jの「券」の第一段落の内容に近いものである明。
とすれば「券」の第一段落の表現は、弟子職篇や尊師篇の表現を直接的、あるいは間接
的に襲ったもの一一それはすでに家内奴隷の就業規則を連ねた韻文であったかもしれない
が ーに依拠しながら、それに更にアレンジを加えたものであったと想定できるのではな
いか。
また第二段落と第六段落の農業労働についての表現は、『詩経』幽風「七月」篤の系譜
に連なるものであることはすでに触れた。「七月」篇同様に暦に沿って農事を綴る先行資
勺O注28前掲宇都宮論文、一六八頁。
*31 W目氏春秋』のテクストは、陳奇猷校樽『呂氏春秋校理1(学林出版社、一九八四年)を用いた.以下同じ.
勺2注28前掲宇都宮論文、一八七頁参照。
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料としては、『呂氏春秋』や『種記』月令篇をはじめとした所謂時令類もその一例に含め
ることができる。また四言韻文で、農事に関わることを綴ったものとしては、『呂氏春秋』
任地篇・弁土篤・審時篤の三篤も挙げられる。例えば、弁土篇は、苗の作付け効果を高め
るために、土質と畝の関係から綾説し、その上で適切な播種の方法、あるいは間引きのや
り方といった、極めて具体的かつ現場的な議論に及んでいる。
o 0 ・・凡耕之道、必始於櫨、震其寡津而厚枯。必後其納、震其雄後而及。飽者荏之、堅者
o 0 
耕之、緯其納而後之.ヘ
農作業の方法として、必ず黒くて堅い土を耕すことから始めるのは、水気が少なく
内部まで深く乾燥しているから。必ず軟らかい土を後回しにするのは、後から土起こ
ししても種蒔きには間に合うから。水気が多めの土は細かくほぐして(水分を抜き)、
硬い土は耕し、軟らかい土は(水分を含むまで)一旦後回しにする。
これは、実際の農業に携わる関係者の現場で流通していたであろう口伝的韻文のように
見える。こうした韻文が秦漢期にはすでに存在していたのであれば、「憧約」の「券」文
の具体的な農事表現も、こうした類の韻文、しかもその局地方版に依拠していたのではな
いかと推察できる。さらに想像すれば、漢代に入り農業技術が一層進展して細分化が進む
と、それを伝える韻文の方も影響を受けて、春の種付けに関わる口伝韻文と、夏から秋の
収穫に関わる口伝韻文とが裁然と分かれ、ためにそれらに依拠した「券」文の農業労働も、
第二段落と第六段落に分離するような結果が生じたのではないだろうか。
また「券Jが依拠したであろう農事に関わる先行資料の存在は、農事以外の他の業種に
も、同様の口伝的韻文が存在した可能性も示唆するであろう。上掲した「券」の韻文部分
の第三・第七・第八段落の雑役労働については、家内労働者の口伝韻文が、第四段落の河
川内沿岸の行商については、萄地方の水運業者や商売人たちのそれが、そして第五段落の木
工労働については木工職人のそれがあり、そうしたものが、「償約」の「券」の表現の拠
り所になっていたと考えられる。
このように「券」が各業種の口伝的韻文に依拠したと想定するならば、「券」の表現が
有する面白さを次のように説明できるであろう。{童約の「券」は各業種の口伝的韻文を、
継きや接ぎ式にアレンジし、それらを奴隷への過酷な労働契約書という文脈に載せ替えるこ
'33この部分は注31前掲書一七六六頁に「孫話譲目、此文多爵健、不能登通Jとあるように、文字の誤記や異同
が著しい.そこでこの部分の引用は諸家の指摘を踏まえつつ、周到な校訂を施した楠山春樹『呂氏春秋1(明治
書院、一九九八年)下巻、九七六頁、に依拠した。また訳も同書九七九頁の通釈を参照した。
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とで、もとの目的との落差から生じる滑稽性を生み出し、その結果口伝韻文にあった思想
性(弟子職篇)や宗教性(七月篤)、そして何よりも実用性に代わって、その表現自体の
響きを楽しませる娯楽性を付与したのだと。
こう考えるならば、こうした「憧約」の娯楽性を味わえたのは、口伝韻文のもとの目的
を周知していた萄地方の農林水産業に関わる民間の人々であったと言えるはずである。さ
らにはこうした人々を統括し、彼らのそれぞれの仕事や生活、そして彼らの口伝韻文をも
網羅的に知り得る立場にあった人々、すなわち萄地方の官人層は、「憧約」の娯楽性を民
間の人々以上に理解し得たはずである。その意味で「億約」は、舞台となる萄の民間に開
けた作品であったと捉えられるのではないだろうか。
結びに代えて
以上、小論は「憧約」が「俗文学作品」、あるいは「俗賦」的作品であるという従来の
見解を踏まえながら、さらに一歩進めてその喜劇的枠組みが民間芸能の演劇に由来するで
あろうこと、さらに奴隷契約書である「券」の表現が、萄地方の民間において流通してい
たと思われる、各業種の口伝的韻文に由来する可能性があることを述べてきた。これによ
り「億約」が第一次的に享受された場は長安の宮廷ではなく、萄地方ではなかったか、と
いう、「はじめに」で触れた小論の主張にいくらか説得力を持たせることができたと恩わ
れる。
小論が従来の研究に付け加えるべき点があるとすれば、「償約」のテクストの文体その
ものを入り口にして、その性質を見極めようとしたところであろう。しかしながら、「憧
約」の文体と作者とされる王褒の他の作品 「四子講徳論J(~文選』巻四三)や「聖主
得賢臣頒J(~漢書』巻六四上 王褒伝)、「洞締賦J(~文選』巻一七)等ーの、対句と美
辞麗句を駆使した文体とには大きな差があることをどう捉えるのか、という問題や、さら
には「償約」の成立年代の問題について、今回は触れることができなかった。これに加え
て「値約」の文体が生まれた場の性格や、その中で「億約」が果たした機能についても更
に言及する必要があるが、それらについての検討は、稿を改めて論じることにしたい。
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